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1.本稿の目的 
筆者が担当する「多文化共生論」は、国際文化学科
1 年後期に開講されており、グローバル化する日本に
おいて、近い将来に身近な地域社会で外国出身住民と
接することになるという前提で、異文化理解を促進し、
地域の国際化に貢献できる人材の育成することをねら
いとしている。このねらいに従って、昨年度から岩手
県国際交流協会の協力を得て、連続ワークショップ形
式の授業を取り入れている。これまでの経緯および平
成21年度の実践については、昨年度の報告を参照され
たい1。 
 学生の学習意欲を喚起し、主体的な授業参加を実現
することは、現在の大学教育において重要な課題であ
る。さらに近年の岩手県立大学では、学外の有為な人
材の活用が、より一層推進されている。このような現
状を踏まえ、平成22年度の連続ワークショップについ
て報告することは、意義のあることであろう。昨年度
は、初年度ということもあり記録的な側面を重視した
が、今年度は、学生に与えた影響に重点を置いた報告
とする。 
 
2.ワークショップの概要 
 授業は火曜 5 限に行われ、履修者は7名であった。 
全 15 回の授業のうち、開講当初は筆者が講義を行
い、その後、1回の講義を挟んだ2回と4回に分けて、
計6回のワークショップを行った。最後に、再び講義
を1回実施した後、学生が課外で直接参加した国際交
流・異文化理解に関わる活動について、発表会を行っ
た。講義とワークショップの順序については、昨年度
の課題として検討した上で、やはり講義を先に行うこ
ととした。講師陣の都合もあるが、日本で多文化共生
というタームが使われるようになった背景等、基礎知 
 
識は先に学習させるべきと判断したからである。 
内容・形式・担当者等は、基本的には昨年度のもの
を踏襲している。テーマについては、講義部分では「文
化とは何か」「異文化接触の際の課題」「日本の多文化
共生をめぐる歴史と現状」「外国人集住地域の取り組み
と課題」を扱い、ワークショップ部分では「異文化接
触の際の課題」「岩手県の現状と課題」を扱った。ただ
し、具体的なワークの内容は昨年度と同一ではない。 
ファシリテーターを勤めた講師は、昨年度の5名に
1 名を加えた 6 名で、全員『いわて国際理解ハンドブ
ック』2作成メンバーである。今年度も連携して検討・
相談しながらワークショップに臨んでくださった。 
昨年度との変更点は、ワークショップ直後に書くふ
りかえりシートに加え、一週間後までに提出するレポ
ートを課したことである。その場で短い時間で記述す
るふりかえりシートは、臨場感ある生の声を引き出す
手段であるが、より深く考えさせ、その思考を定着さ
せるためには、一定時間をかけての復習が必要だと判
断したからである。この復習レポートは大学のシステ
ムを利用し、イントラネット上で提出させた。 
 講師謝金等の費用は、盛岡短期大学部と県国際交流
協会とで、それぞれ3回分ずつを負担した。 
 この場を借りて、お忙しい中をご協力くださいまし
た岩手県国際交流協会、同協会宮順子氏、同じく中村
美香子氏およびワークショップに関わって下さった
方々に、心から感謝申し上げます。 
 
3．ワークショップ各回の内容 
 ワークショップごとに、まず内容を記す。各回のね
らい及びワーク名は講師が付けたものである。内容に
ついては、講師が準備した資料に基づいて、筆者が要
約・補足した。その後、学生が毎回授業の一週間後ま 
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でに提出したレポートから、学生の感想・反応を筆者
がまとめたものを記す。 
 
3-1. 第1回11月 2日（火） 
 
3-1-1.内容 
講師 鷹嘴洋子氏（県立高校教諭） 
○導入ワークショップ１ 
ねらい「自分の多文化・異文化に対するスタンスを認
識する。言葉を使わないコミュニケーションの困難
さ、理解し合うために必要な事に気づく。」 
ワーク 1「あなたはだあれ？」 
  日本語も英語もできないというゲストに対し、話
しかけてみる。 
ワーク 2「自己紹介」 
言葉を使わないで自己紹介し、感想を発表し合う。 
ワーク 3「ちがいのちがい」 
「福祉」「教育」「環境」「エスニシティ」など多岐
に渡る分野で見られる違いを、グループごとに「あ
っていい違い」から「あってはいけない違い」まで
ダイアモンド形にランキングする。その後、そう考
えた理由を話し合う。 
ワーク 4「私のメッセージ」 
 「多文化共生（異文化理解）に必要なのは○○で
す」を各自考えて書く。 
 
3-1-2.学生の反応 
ゲスト参加の高校生もまじえてワークショップを
行った。少人数だったせいか、早い段階で打ち解けた
雰囲気になった。ワークの感想としては、前半部分に
ついては、「コミュニケーションがとれた時の嬉しさ」
「伝えよう・分かろうとする熱意」が挙げられていた。
また、ジェスチャーの重要性も感じられていた。「ちが
いのちがい」では、「相手のことが分かっていないと判
断できない」ということから、自分の知識の無さを強
く感じた学生が複数いた。全体としては、「異文化交流
の難しさ」を感じると同時に、だからこそ積極的に関
わりたい、という感想だった。 
 
3-2.第2回11月 9日（火） 
 
3-2-1.内容 
講師 藤沢義栄氏（県内公立小学校教諭） 
○導入ワークショップ 2 
アイス・ブレイキング 
  「大好きなおつゆ」（味噌汁の具）を含めた自己紹
介を行う。 
ワーク 1「レヌカの学び」 
ネパールの人が来日した際の生活文化に関わる感
想カードを読んで、それらがネパール、日本のどち
らの生活についての述べたものかを当てて、分類す
る。全部正解すれば、それぞれ絵が完成させること
ができる。 
「大好きなおつゆ」とも関連付け、異文化につい
て考えさせる。 
ワーク 2「いいとこさがし」 
折った紙を用いて、全員が互いを褒めるメッセー
ジを書いていく。 
 
3-2-2.学生の反応 
学生全員がネパールについて知識どころか関心も
ほとんど無い状態だったため、絵を完成させることは
できなかった。そこから学生は、「ネパールについて誤
解していたこと」「ネパールはもちろん日本についての
知識も少ないこと」に気づいていた。最後の「いいと
こさがし」は好評だった。また、全体を通して、「同級
生からメッセージが自分にとって意外なものであり、
そこから、他者と接すること自体が多文化共生につな
がる」という感想があった。 
 
3-3.第3回11月 30日（火） 
 
3-3-1.内容 
講師 村井好子（いわて多文化子どもの教室むつみっ
こくらぶ代表） 
○ワークショップ「外国につながる子ども（児童生徒）
たち」 
ねらい「外国につながる子ども（児童生徒）たちにつ
いて、イメージすること、疑似体験することを通じ
て、多文化共生分野でのサポートについて考えるき
っかけとする。」 
アイス・ブレイキング 
  日本にいる外国人のイメージを出し合う。 
ワーク 1「いわての外国につながる児童とは？」 
岩手にいる外国につながる子どもについて、各自
が今持っているイメージを発表する。その後、「『日
本語指導が必要な外国人児童生徒の受入れ状況等
に関する調査（平成 20 年度）』の結果について」資
料が配布され、説明を受ける。 
ワーク 2「疑似体験・読めない言語による算数」 
グループごとに、中国語、英語、ハングルで書か
れた算数の計算問題と文章題を解いた後、感想を発
表する。解説および「岩手県多文化共生推進プラン」
の説明を受け、自分たちに可能なサポートを考える。 
 
3-3-2.学生の反応 
言葉が通じない環境で生活・学習することの困難さ
を実際に経験し、「生活言語が習得できても学習言語を
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習得しなければ学校では学べない」ということに深く
納得していた。岩手県の現状については、「思ったより
外国人が多い」という感想が多く、その上で、自分た
ちにできるサポートを具体的に考えていこうとする姿
勢が見られた。 
 
3-4.第4回12月 7日（火） 
 
3-4-1.内容 
講師 熱海アイ子氏（日本語支援・異文化理解ゆうの
会代表） 
○ワークショップ「異文化に接触した際、あなたはど
うしますか」 
ねらい「異文化に接触した際の心の反応を探りながら、
多文化共生をワークショップを通して考える。」 
アイス・ブレイキング「スノーフレイク」 
折り紙を指示通りに切っていく。同じ指示なのに、
全員同じ形にはならないことを体験する。 
  その後、口を利かず、手を使わずに、誕生日順に
並ぶ。 
ワーク 1「ハイ、チーズ～ジェスチャーが意味するも
の」 
『漫画 異文化手習い帳』（文化庁国際課）見なが
ら、同じポーズが国によって違う意味を持つことを
知る。その上で、誤解を解く方法を考え発表する。 
ワーク 2「異文化接触～あいさつ～」 
  イエロー人、ブルー人、レッド人という、言語・
行動様式・価値観が異なる三つの文化圏の人に分か
れ、それぞれの人になりきって互いにあいさつをす
る。感想を述べ合った後、それぞれの文化の説明を
受けてから、感想の変化を発表する。 
それぞれ一人ずつ三人が集まって同じ部屋で暮
らす場合を想定し、どうするかをグループごとに話
し合い、発表する。 
ワーク 3「「いいとこ探し」 
全員が互いを褒めるメッセージを書いていく。 
 
3-4-2.学生の反応 
第 1 回のワークショップで、ジェスチャーの有用性
を感じていた学生たちにとって、このワークでは逆に、
文化によって意味が異なることを知らされ、驚きが先
に立っていた。その後のワーク 2 でも、まず予想外の
あいさつへの戸惑いから始まり、理由や背景を知れば
恐怖感がなくなる、ということを理解していた。最終
的に、異なるジェスチャーや習慣、すなわち「違い」
を受け容れることの必要性と重要性について言及した
感想が多かった。 
 
3-5.第5回12月 14日（火） 
 
3-5-1.内容 
講師 吉田武夫氏（県立高校教諭） 
○ワークショップ「多文化共生における広義の多文化」 
ねらい「多文化共生の多文化は国と国との関わりを示
すだけではなく、もっと広い広がりを持つものであ
ることを再考する。」 
ワーク 1「結末は？」 
対立的な状況の登場人物になりきり、グループご
とに「良い結末」「悪い結末」になるように会話を
作り、どういう点を考慮して作成したのかを含めて
発表する。 
ワーク 2「ほえることのできない犬」 
イタリアの作家ジャンニ・ロダーリの未完の児童
文学を読み、グループごとにその後の結末を創作す
る。発表後、ワーク 1 と結びつけて、「違い」「共生」
について考える。 
   
3-5-2.学生の反応 
 具体的な支援を考えるワークではないためか、「今回
は少し難しかった」という感想があった。実際、昨年
とは異なり、「ほえなくてもよい」という点に思い至る
グループは出なかった。しかしながら、「違いを否定し
ない」「多文化とは国籍の違いだけではない」というワ
ークのねらいは、きちんと理解されていた。 
 
3-6.第6回12月 21日（火） 
 
3-6-1.内容 
講師 小田隆博氏（盛岡大学） 
○ワークショップ 
ねらい「5 回のワークショップをふりかえる中で、自
分の変化について考える。『多文化共生により新し
い文化が生まれる』ことについて考える。」 
アイス・ブレイキング 
『ウミガメのスープ』3に属するなぞときによって、
常識の枠にとらわれない思考のしかたを知る。 
ワーク 1「これまでの 5 回のワークショップをふりか
える」 
これまでのワークショップから各自がベストワン
を選び、理由も述べる。それを受けて「そこから学
んだことで自分が変化した（しそう・したい）こと」
を発表する。さらに、見方、考え方が変わることか
ら自分の行動が変わるかどうかを考える。 
ワーク 2「多文化共生とは？」 
多くの写真を、自分たちでテーマを決めて分類す
る。違う分類になるように、最終的に 4 回繰り返し
た。 
 
3-6-2.学生の反応 
総まとめ的なワークで、学生たちにとっては大変刺
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激的だった模様である。「自分たちが固定観念、先入観
を持っていること」に気づいた上で、「それをなくすこ
との難しさ」を感じた学生が多かった。ワーク中で出
た「普通はない」という発言をめぐって、発言者だけ
でなくそれ以外の学生も、その内容を敷衍して考えて
いた。多様な視点を持つことの重要性を感じた学生が
多かった。 
 
4．成果と課題 
最後に、連続ワークショップの成果と課題を挙げ、
結論にかえる。 
 
4-1.成果 
 授業の最後の時間に、改めて、ワークショップ全体
の感想を学生に尋ねた。まず、「一番印象に残った（イ
ンパクトのあった）ワークはどれか」を尋ねたところ、
第 1 回と第 4 回「あいさつ」が多く挙がった。ゲスト
がフランス人だと思っていたら日本人高校生だったこ
と、身振り手振りだけの自己紹介、未知の挨拶など、
驚きや楽しさを得た経験が印象深かったと思われる。
次に、「多文化共生を考えるために重要なことを学んだ
と思うワークはどれか」と尋ねたところ、こちらは意
見が分かれ、「ちがいのちがい」「岩手県の現状」「外国
語での算数」「ほえることのできない犬」「ウミガメの
スープ」が挙げられた。その理由を集約すると、「違い
をめぐるものの見方、考え方」について考えさせられ
た点、岩手県の現状や具体的な問題点を知った点、で
あった。これらの点は、挙げられたワークだけではな
く、ワークショップ全体を通して設定されていたねら
いだったと、筆者は考える。また、「印象的なワーク」
が「実際に体を動かす活動」であり、一方で「重要な
ことを学んだと思うワーク」が比較的「思考を求めら
れる活動」であったことは、ともにワークショップと
いう形式の長所と合致している。以上のことから、学
生はワークショップのねらいに的確に反応して学んで
いったと言える。 
 また、ワークショップ後の毎週の復習の中で、「他の
人の意見を聞くことによって、新しい意見が生まれる」
ことを学生自身が指摘し、ワークショップ形式を評価
していた。実は筆者自身は、今年度の受講生が昨年度
のほぼ半数の人数であったため、一つにまとまりやす
く多様性が出にくくなってしまうのではないか、と懸
念していた。しかしながら、それは杞憂であり、少人
数であっても学生が成長していく、ということを知ら
された。ワークショップの形式が有効であったことを、
改めて確認することができた。 
ワークショップの具体的構成・内容については、今
年度も講師陣に一任した。全体的な流れは昨年度と同
様であるが、一回ごとの内容が限定され、多少スリム
アップされた印象を持った。その分、じっくりとワー
クに取り組むことができたのではないだろうか。また、
前回のワークに対する学生の反応をその後のワークに
取り入れるなど、非常に柔軟で有機的な構成がとられ
ていたことも、学生の理解にとって良い影響があった
と考えている。 
ワークショップ終了後に、学生が自分で選んだ課外
活動についての報告会を持った。多文化共生に関係あ
ると考えた活動に参加し、そこで得たものを互いに発
表させている。昨年度も同様の課題を与えたが、学生
が参加した活動は、内容自体は多彩だったが、すべて
国際交流協会や大学が主催したもので、異文化＝外国
文化として捉えられる行事やセミナーであった4。今年
度の発表で目を引いたのは、講師の一人が主宰する日
本語教室に参加した学生がいたこと、障がい者をサポ
ートするボランティアを選んだ学生がいたこと、の 2
点である。前者の学生は、ワークショップの直接的影
響でその活動に参加したという。後者の学生は、「もし
かしたら多文化共生とは関係ないかもしれない」と気
にしながらも、「違いとは国際的なことだけではない」
と考えてそのボランティアを選んだという。昨年度よ
り人数が少ないにもかかわらず、ここまで幅広い行動
が出てきたことに、今年度の成果を見た思いがする。
このような学生の成長を引き出したファシリテーター
諸氏に、重ねて感謝申し上げる。 
復習レポートを課したことは成功だったと考える。
時間をかけてじっくり書くことができる点に加え、オ
ンラインでの提出だったため、字数にこだわることな
く自由に書くことができた点も、学生の思考を引き出
すことに繋がったと思われる。今回の報告で、上述の
ように詳しく学生への教育効果を検討することができ
たのも、そのような素材があったからである。今後は、
関連事項や発展課題を調べさせる形で予習復習を課す
ことも検討していきたい。 
 
4-2.課題 
2 年連続して達成できなかった企画は、ワークショ
ップ内で岩手県在住の外国出身者に来ていただき、直
接学生が話を伺う、というものである。日程的な制約
もあり、実現は容易ではないが、今後も準備段階では
念頭に置いておきたい。 
さらに、今後の課題としては、授業終了後の実践の
問題がある。授業そのものは 15 週で終わってしまうわ
けだが、そこで人材育成が完成することはない。学生
の課外活動が一回性ではなく継続性のあるものになる
ためには何が必要か、あるいは、既成の活動への協力
を超えて自発的な活動に発展するような契機は何か、
考えていく必要もある。これは授業を越えた課題では
あるが、あえて検討してみたい。 
吉原秋 
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課題があるからこそ継続する意義もあると言える
わけで、同じ形でどこまでできるかは未定であるが、
来年度も県国際交流協会とともに連続ワークショップ
を開設していく予定である。昨年度の報告で、この取
り組みの意義として、学生への教育効果および地域と
の連携を挙げた。今年度は、県国際交流協会がウェブ
サイトでこの取り組みのレポートを発信している5。学
外からの視線に耐える取り組みであり続けられるよう、
今後さらに効果を上げるべく、学外の講師陣と協力し
て、改善を図っていきたい。 
 
                                                          
1 吉原秋「『多文化共生論』ワークショップ報告～岩手
県国際交流協会との協働による授業～」(2010)岩手県
立大学短期大学部研究論集 12 号 53～56 頁 
2 『いわて国際理解ハンドブック 世界はともだち』
岩手県国際交流協会・国際協力機構東北支部発行、平
成 20 年。今回実施されたワークの中では「ちがいのち
がい」が掲載されている。 
3 講師によって紹介された著作。いわゆる水平思考推
理ゲーム(Lateral Thinking Puzzles=LTP)を扱っている。 
4 例えばワン・ワールド・フェスタ、留学生との交流
会等の行事への参加や、フェアトレードのセミナー、
外国語でのガイドブックの作成等である。それら自体
は、すべて有意義で貴重な体験であることはもちろん
である。 
5 スタッフ日記＠岩手県国際交流協会
http://www.iwate-ia.or.jp/cp-bin/blog/ 
協会事業のカテゴリで読むことができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
